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〈編集後記〉
本号 は法人化後初の低温セ ンターだよ りとな ります。皆様 の周 りでは様 々な変革 と混乱
が巻 き起 こっているのではないで しょうか?大 学、そ して私 たち個 々人が変わ らなければ
ならない状況であることは間違いな く、その中の混乱 は致 し方 ない ことで しょう。一方、
変革 の中でこそ今一度確認すべ き理念があ り、その理念 は次代 において も私 たちの支柱 と
なるはずです。「阪大オ リジナル」のポ リシー もそのひとつである と確信 してお ります。「阪
大オ リジナル」を唯一のモ ッ トー とし、寒剤 を用いない研究 も紹介 させ ていただ くことで、
低温 セ ンターだ よりの話題のスペ ク トル幅は実 に広い ものとなっています。低 温センター
だよりが、関連分野 ・他分野への皆様の興味 を触発 し、新たな発想へつながることを願 っ
てい ます。
さて、本号で もいろいろな分野で活躍 されている皆様 に最先端の研究 を紹介 していただ
きました。いずれ もご多忙の中での執筆 にもかかわ らず、幅広い読者 を想定 しわか りやす
く丁寧 にまとめていただけた と思い ます。執筆者 の方々には重 ねてお礼申 し上げます。私
事で恐縮ですが、 この度、転勤のため低温 セ ンターだ よりの編集委員 を離れることとな り
ま した。 これか らは一読者 として 「阪大オ リジナル」に触れ させ ていただ きたい と思い ま
す。(小 野輝男(現:京 大化研))
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